
平
成
26
年
3
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
） ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※モバイルサイト・t

ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～19:00

問い合わせは人　口　258,755人  （前月比－118 ）
　　男　127,908人  （－43）　
　　女　130,847人  （－75）
世　帯　99,973世帯（ + 39） 2月 1 日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

☎0545-51-0123 50545-51-1456

　
1
8
5
4
年
11
月
4
日
、
遠
州
灘
の
御
前
崎

沖
、
南
海
ト
ラ
フ
に
沿
う
プ
レ
ー
ト
の
境
界
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
・
4
の
巨
大

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
は
、伊
勢
・

志
摩
か
ら
伊
豆
に
至
る
東
海
地
方
沿
岸
の
広
い

範
囲
に
及
び
、
県
内
で
は
沼
津
か
ら
天
竜
川
河

口
に
か
け
て
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
土
佐
湾
か
ら
房
総
半
島
沿
岸
に
か
け

て
の
広
い
範
囲
で
津
波
が
発
生
。
県
内
は
、
遠

州
灘
と
駿
河
湾
沿
岸
一
帯
が
津
波
に
襲
わ
れ
、

特
に
、
下
田
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
安
政
南
海
地
震
、
翌
年
10
月
2
日

に
は
安
政
江
戸
地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

1
9
4
6
年
ご
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
静
岡

県
富
士
郡
岩
松
村
沿
革
誌
』に
は
、「
11
月
4
日
、

朝
10
時
ご
ろ
か
ら
5
日
の
朝
ま
で
に
32
回
、
翌

年
1
月
18
日
夜
ま
で
に
2
9
7
回
の
地
震
が
あ

っ
た
」
と
記
さ
れ
、
地
震
が
翌
年
ま
で
続
き
、

非
常
に
回
数
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

上
写
真
の
「
東
海
道
筋
大
地
震
大
津
波
大
出

火
図
」
に
は
、「
吉
原
丸
焼
け
」
「
不
二（
富
士
）

川
は
、水
が
な
く
歩
い
て
渡
る
」「
岩
渕
半
分
焼

け
、
後
は
つ
ぶ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
少
の
誇
張
表
現
は
あ
り
ま
す
が
、
吉
原
以
西

の
東
海
道
沿
道
や
伊
勢
湾
沿
岸
の
各
地
区
の
被

害
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

左
上
写
真
の
「
蒲
原
地
震
山
」
は
、
安
政
東

海
地
震
に
よ
り
、
富
士
川
西
岸
の
木
島
か
ら
蒲

原
一
帯
ま
で
の
地
盤
が
隆
起
し
、
山
の
よ
う
に

な
っ
て
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
東
岸
も
沈
下

し
、
地
震
発
生
以
降
、
富
士
川
は
東
寄
り
に
流

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東海道筋大地震大津波大出火図 
〈防災専門図書館蔵〉

第2回

　今回の特集は、地域に住む外国
人との交流について紹介しました。
私も交流イベントに参加し、さまざ
まな国の人に取材しましたが、皆さ
んとても明るく、気さくな人たちば
かりでした。また、こちらから声を
かけると、うれしそうに自国の料理

や文化について教えてくれました。
外国人だからと先入観を持たず、
お互いに歩み寄る姿勢が大切だと
感じました。これからも、積極的な
声かけと、「やさしい日本語」で伝
えることを心がけていきたいと思い
ます。（若）

蒲原地震山

過
去
に
学
ぶ

　

「
富
士
の
災
害
史
」は
、
過
去
に
市
域
が
見
舞
わ
れ
た
災
害
を
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、昨
年
3
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

　

広
報
ふ
じ
で
は
、
定
期
的
に
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

安
政
東
海
地
震

富
士
の
災
害
史


